


【趣旨】  障害があっても年をとっても、誰もが住み慣れた地域で、これまでの暮らしや関係性を継続しなが

ら自立した普通の生活を送りたいと願っています。その願いを実現するために、先駆的な宅老所やグ

ループホームによる実践から生まれた小規模多機能・地域密着型サービスの取り組みがクローズアッ

プされています。 
  2006 年介護保険制度改正目前に、「ともに地域で暮らす」ために、最新情報や実践事例を交え、地
域密着型サービスの課題や可能性および、これからの日常生活圏域における地域福祉のあり方や新た

な取り組みについて考え、推進していく契機とします。 
【共催】 福祉のラウンドテーブル 
     全国コミュニティライフサポートセンター（CLC） 
【後援（予定）】 厚生労働省／兵庫県／兵庫県社会福祉協議会／宝塚市／宝塚市社会福祉協議会 
 
１日目【３月１１日（土） 会場：甲子園大学】 
時   間 内          容 

開   会  あいさつ 13：00～13：10 
   宝塚市長                         渡 部  完 

   兵庫県阪神北県民局長                   表 具 喜 治 

基調講演  「地域が支えるその人らしい暮らし」～地域福祉型福祉サービスのすすめ～ 13：10～13：50 
 

 

 

 

   全国社会福祉協議会 地域福祉部       副部長代理  高 橋 良 太 

行政説明  介護保険制度改正について 

「小規模多機能・地域密着型サービスへの期待と可能性」 

13：50～14：30 

 

 

 

 

   厚生労働省老健局認知症対策推進室       室長補佐  池 田 武 俊 

セッション１ 「地域密着・小規模多機能サービスの先進事例に学ぶ、地域生活支援のあり方」14：30～15：50 
 

 

 

 

◆パネラー 

   デイケアハウスにぎやか（富山県）        代 表  阪 井 由佳子 

   せんだんの杜 地域サービス課川平の家（宮城県） 担 当  設 楽 順 一 

   宅老所 光明の家（宝塚市）           施設長   平  眞 弓 

◆サポーター 

   厚生労働省老健局認知症対策推進室       室長補佐  池 田 武 俊 

   全国社会福祉協議会地域福祉部        副部長代理  高 橋 良 太 

◆コーディネーター 

   甲子園大学現代経営学部医療福祉ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科    助教授  長 田  貴 

15：50～16：10 休  憩 

 地域密着・小規模多機能サービスは、従来のケアと何が違うのか。全国的先進的に取

り組まれている実践者の事例からそのポイントを探り、一人ひとりを地域で支えるケア

のあり方・考え方を学びます。 

 地域密着型サービスが制度化される一方で、日常生活圏域において「生活のしづらさ」

を抱える方が、住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らし続けるためには、どんなサ

ービスが必要なのか。事業者が地域とつながりながら「その人らしい暮らし」を支える

仕組みについて考えます。 

 2006年度の介護保険制度改正を向かえ、予防重視への転換をはじめ地域密着型サービ
スの創設等が制度化されます。このことにより私たちの地域生活はどう変わるのか。最

新情報をまじえ「小規模多機能・地域密着型サービスへの期待と可能性」について考え

ます。 



【第1分科会】 「地域でのお年寄りの暮らしを支え続ける取り組み」 

 

 

 

 

◆パネラー 

   せんだんの杜 地域サービス課川平の家（宮城県） 担 当  設 楽 順 一 

   つどい場さくらちゃん（西宮市）         代 表  丸 尾 多重子 

   めふのお家（宝塚市）              施設長  高 松 泰 子 

◆コーディネーター 

   兵庫県社会福祉協議会地域福祉部         主 事  荻 田 藍 子 

【第2分科会】 「高齢者も障害者も子どもも、地域のつながりの中で暮らし続けることとは」 

16：10～17：30 

 

 

 

 

◆パネラー 

   デイケアハウスにぎやか（富山県）        代 表  阪 井 由佳子 

   ヒーリングカフェ Lemon Tree（宝塚市）      指導員  金 田 健 治 

                          メンバー  大 野 貴 司 

   子育て支援スペース みるくっく宝塚（宝塚市）  代 表  寺 本 弘 伸 

◆コーディネーター 

   全国社会福祉協議会地域福祉部        副部長代理  高 橋 良 太 

17：30～18：30 懇親会参加者は移動 
18：30～20：30 懇親会 （宝塚ホテル） 

 
２日目【３月１２日（日） 会場：宝塚市総合福祉センター・３Ｆ大ホール】 
時   間 内          容 

基調講演 「地域密着型サービスから“地域福祉”を考える」 

 

 

 

◆講師 

   神戸学院大学総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部社会ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科  助教授  藤 井 博 志 

セッション２ 「地域でともに暮らし続けるを支える取り組み」 

10：00～12：00 

 

 

 

◆パネラー 

   デイサービスぬくもりの家（川西市）       代 表  高 木 玲 子 

   長尾地区まちづくり協議会（宝塚市）     福祉部会長  立 川 ふみよ 

   豊中市社会福祉協議会（大阪府）      地域福祉係長  勝 部 麗 子 

◆コーディネーター 

   神戸学院大学総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部社会ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科  助教授  藤 井 博 志 

「地域にはいろんな人がいて、共生している。それが自然な姿ではないか」。障害の有無

や年齢を問わない“地域共生”ケアの取り組みおよび精神障害者や子育て支援の先駆的

な取り組みから、その本質と可能性について考察します。 

「地域で暮らし続けたい」というお年寄り本人と家族の願いに寄り添う取り組みから生

まれた、地域密着・小規模多機能サービス。制度化されるにあたり、お年寄りの地域生

活支援にこだわり、先駆者が熱く語ります。 

 障害があっても年をとっても、ともに暮らせる地域づくりのために、事業者側からのア

プローチだけで十分なのでしょうか。地域住民による主体的な取り組みとの連携により、

地域で暮らし続ける可能性の広がりについて考えます。 

「地域で暮らし続けることを支える」ために必要なこととはどういうものか。地域住民が

自ら考え、ともに支えあうための地域に根ざしたケアのあり方について、支援者の立場か

ら考え合います。 



トークセッション①                                  会場：機能訓練室 

「災害と地域福祉 ～災害時に強い福祉コミュニティとは～ 」 

◆パネラー兼コーディネーター 

   阪神高齢者・障害者支援ネットワーク       理事長  黒 田 裕 子 

トークセッション②                                会場：３０１・３０２号室 

「障害者の地域生活を考える ～どんなに障害が重くてもその人らしく生きる～」 

10：00～12：00 
【同時進行 
イベント】 

◆パネラー兼コーディネーター 

   西宮市社会福祉協議会障害者生活支援グループ グループ長兼 

    障害者生活相談・支援ｾﾝﾀｰ(のまねっと西宮) センター長  清 水 明 彦 

   宝塚市社会福祉協議会障害者自立生活支援ｾﾝﾀｰ   相談員  中 山  猛 

12：00～13：30 休  憩     ※大ホールで“活動実践報告会”あり 
         ※総合福祉センター全館で“パネル展示・授産品販売等”あり 

まとめのセッション 「宝塚発！！ これからの“地域福祉”の新たな取り組み」 13：30～15：30 
 

 

 

◆パネラー 

   サロンありの（宝塚市）             代 表  福 住 美 寿 

                                有 野 リ ヨ 

   宝塚市手をつなぐ育成会（宝塚市）  地域生活支援ｾﾝﾀｰ長  今 西 則 行 

                                長谷川 淳 二 

   御殿山ひかりの家（宝塚市）           主 任  田 邉 哲 雄 

◆サポーター 

   宝塚市健康福祉部介護保険課           課 長  大 谷 友比古 

   宝塚市社会福祉協議会            事務局次長  佐 藤 寿 一 

◆コーディネーター 

   関西学院大学社会学部              教 授  牧 里 毎 治 

15：30～15：30 閉   会 
 
【定 員】 ５００人（定員となり次第締め切らせていただきます） 
 
【参加費】 参加費：９，０００円 ＋ 資料代：１，０００円 
      懇親会参加費：７，０００円（希望者のみ） 
             
 
【お問合せ及びお申込み先】 
     全国コミュニティライフサポートセンター （ＣＬＣ） 

        住 所：〒981-0954 宮城県仙台市青葉区川平5-3-18-207 
        担 当：島田 
        ＴＥＬ：０２２－７１９－９２４０ ＦＡＸ：０２２－７１９－９２５１ 

        ＵＲＬ：http://www.clc-japan.com/ 

        E-Mail：clc@clc-japan.com

 暮らしの継続を支援するために、地域の中で地域住民をはじめ様々な機関や専門職との

ネットワークや連携が重要になってきます。日常生活圏域における地域生活支援をどう考

えていくのか、“福祉のまちづくり”に向けての展望と課題について探ります。 



【申し込み手順】 

① 下記参加申込書に必要事項をご記入のうえ、２月１０日（金）必着にて全国コミュニティライフサポー

トセンター（ＣＬＣ）まで、ＦＡＸ・Ｅ－Ｍａｉｌ・郵送のいずれかの方法でお申込みください。 

② 参加申込書を受付しましたら、ＣＬＣから入金方法等を記載した確認票をお送りいたします。入金確認

後、参加票をお送りいたします。 

※ ご入金後、キャンセルによるご返金はできませんのでご注意ください。 

 

 

FAX：022-719-9251 
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■お問い合わせ先■ 

 全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）東日本内 

  住所：〒981-0954 宮城県仙台市青葉区川平5-3-18-207 

  ＴＥＬ：022-719-9240   ＦＡＸ：022-719-9251 

  ＵＲＬ：http://www.clc-japan.com/ 

  E-Mail：clc@clc-japan.com 




